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第 8章では，第 2章から第 7章までの研究結果を総括し，今後lと残された問題を示している。
論文の審査結果の要旨
高温加熱を必要としないコールドカソードは，真空技術，電子デバイスの分野で強く要求されている。
そのため古くから多くの研究がなされ，現在では 1 0-9 torr 以上の超高真空下で優れた性能を示す















中の有機残留ガス分子がVCNR ，r:深く関与している，膜に沿う方向の 1 次電子放出 lとは実効力ソード
附近に蓄積した正孔による電界放出が大きな役割を果たしている，高い酸素分圧はVCNRを消滅させ
膜電流，放出電流共に著しく減小させる，パルス電波により膜電流，放出電流共lζ減小し，パルス強度
が大きい時は回復不能の損傷を受ける，等である。
以上のように本論文は表面伝導型カーボンコーノレドカソードについて広範な基礎的研究を行い，新しい
知見を得ると共K ，乙の型のカソードの今後の改良に重要な示唆を与えており，真空電子工学に寄与する
所大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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